
様式第六（第二十一条の二第一項、第二十三条第一項関係） 

 

一定の規模以上の土地の形質の変更届出書 

 

年   月   日 

福 井 市 長 殿 

 

 

 

土壌汚染対策法
第３条第７項

第４条第１項
の規定により、一定の規模以上の土地の形質の変更について、次の

とおり届け出ます。 

 土地の形質の変更の対象となる土地の所

在地 
福井市○○町○○番（地番） 

 

土地の形質の変更の場所 
別紙のとおり  

土地の形質の変更の対象となる土地の面

積及び当該土地の形質の変更に係る部分

の深さ 

○○○○ ㎡（掘削面積○○○㎡、盛土面積○○○㎡） 

△△ｍ  （最大深度） 

詳細は、別紙のとおり 

土地の形質の変更の着手予定日 元号○○年○月○日 

法第３条第１項の

ただし書の確認を

受けた土地におい

て法第３条第７項

の規定による土地

の形質の変更をす

る場合 

工場又は事業場の

名称 

 

工場又は事業場の

敷地であった土地

の所在地 

 

現に有害物質使用

特定施設等が設置

されている工場又

は事業場の敷地に

おいて法第４条第

１項の規定による

土地の形質の変更

をする場合 

有害物質使用特定

施設が設置されて

いる工場又は事業

場の名称 

 

有害物質使用特定

施設の種類 
 

有害物質使用特定

施設の設置場所 
 

特定有害物質の種

類 
 

 

備考  この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
  

氏名又は名称及び住所並びに法人 
にあっては、その代表者の氏名 

印 届出者 

届出日は、形質変更に着手する日の 

３０日前まで 

届出者は、「土地の形質の変更をしようとする者」であり、

工事の施行に関する計画の内容を決定する者である。 

土地の所有者等とその土地を借りて開発行為等を行う開

発業者等との関係では開発業者等、工事発注者と受注者と

の関係では、発注者が該当する。 

土地の形質変更が行われる 

敷地全体の土地の所在地 

掘削や盛土部分が分かるよう図示す

ること。 

掘削の部分毎の深さが分かる資料を

添付すること。 

【Ｎｏ．１】 

敷地内において、 

有害物質使用特定施設が 

過去および現在ない場合 

 

 

記 載 不 要 

新

設



様式第六（第二十一条の二第一項、第二十三条第一項関係） 

 

一定の規模以上の土地の形質の変更届出書 

 

年   月   日 

福 井 市 長 殿 

 

 

 

土壌汚染対策法
第３条第７項

第４条第１項
の規定により、一定の規模以上の土地の形質の変更について、次の

とおり届け出ます。 

 土地の形質の変更の対象となる土地の所

在地 
福井市○○町○○番（地番） 

 

土地の形質の変更の場所 
別紙のとおり  

土地の形質の変更の対象となる土地の面

積及び当該土地の形質の変更に係る部分

の深さ 

○○○○ ㎡（掘削面積○○○㎡、盛土面積○○○㎡） 

△△ｍ  （最大深度） 

詳細は、別紙のとおり 

土地の形質の変更の着手予定日 元号○○年○月○日 

法第３条第１項の

ただし書の確認を

受けた土地におい

て法第３条第７項

の規定による土地

の形質の変更をす

る場合 

工場又は事業場の

名称 
 

工場又は事業場の

敷地であった土地

の所在地 

 

現に有害物質使用

特定施設等が設置

されている工場又

は事業場の敷地に

おいて法第４条第

１項の規定による

土地の形質の変更

をする場合 

有害物質使用特定

施設が設置されて

いる工場又は事業

場の名称 

○○株式会社○○○工場 

有害物質使用特定

施設の種類 
６７ 洗濯業の用に供する洗浄施設 

有害物質使用特定

施設の設置場所 

福井市○○町○○番 △階 

配置図は、別紙のとおり。 

特定有害物質の種

類 
テトラクロロエチレン 

 

備考  この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
 
 
 

氏名又は名称及び住所並びに法人 
にあっては、その代表者の氏名 

印 届出者 

届出日は、形質変更に着手する日の 

３０日前まで 

届出者は、「土地の形質の変更をしようとする者」であり、

工事の施行に関する計画の内容を決定する者である。 

土地の所有者等とその土地を借りて開発行為等を行う開

発業者等との関係では開発業者等、工事発注者と受注者と

の関係では、発注者が該当する。 

土地の形質変更が行われる 

敷地全体の土地の所在地 

掘削や盛土部分が分かるよう図示す

ること。 

掘削の部分毎の深さが分かる資料を

添付すること。 

事業場の敷地が分かる図面も添付す

ること。 

【Ｎｏ．２】 

敷地内において、 

現に有害物質使用特定施設が 

設置されている場合 
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一定の規模以上の土地の形質の変更届出書 

 

年   月   日 

福 井 市 長 殿 

 

 

 

土壌汚染対策法
第３条第７項

第４条第１項
の規定により、一定の規模以上の土地の形質の変更について、次の

とおり届け出ます。 

 土地の形質の変更の対象となる土地の所

在地 
福井市○○町○○番（地番） 

 

土地の形質の変更の場所 
別紙のとおり  

土地の形質の変更の対象となる土地の面

積及び当該土地の形質の変更に係る部分

の深さ 

○○○○ ㎡（掘削面積○○○㎡、盛土面積○○○㎡） 

△△ｍ  （最大深度） 

詳細は、別紙のとおり 

土地の形質の変更の着手予定日 元号○○年○月○日 

法第３条第１項の

ただし書の確認を

受けた土地におい

て法第３条第７項

の規定による土地

の形質の変更をす

る場合 

工場又は事業場の

名称 
○○株式会社○○○工場 

工場又は事業場の

敷地であった土地

の所在地 

福井市○○町○○番  

詳細は、別紙のとおり。 

現に有害物質使用

特定施設等が設置

されている工場又

は事業場の敷地に

おいて法第４条第

１項の規定による

土地の形質の変更

をする場合 

有害物質使用特定

施設が設置されて

いる工場又は事業

場の名称 

 

有害物質使用特定

施設の種類 
 

有害物質使用特定

施設の設置場所 
 

特定有害物質の種

類 
 

 

備考  この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
 
 

 

氏名又は名称及び住所並びに法人 
にあっては、その代表者の氏名 

印 届出者 

届出日は、形質変更に着手する日の 

３０日前まで 

届出者は、「土地の形質の変更をしようとする者」であり、

工事の施行に関する計画の内容を決定する者である。 

土地の所有者等とその土地を借りて開発行為等を行う開

発業者等との関係では開発業者等、工事発注者と受注者と

の関係では、発注者が該当する。 

土地の形質変更が行われる 

敷地全体の土地の所在地 

掘削や盛土部分が分かるよう図示す

ること。 

掘削の部分毎の深さが分かる資料を

添付すること。 

事業場の敷地が分かる図面も添付す

ること。 

【Ｎｏ．３】 

土壌汚染対策法第３条第１項の 

ただし書きの確認を受けた 

土地の場合 

 



 

土地の形質の変更をしようとする場所を明らかにした図面 

（ 付 近 見 取 図 ） 

 

 

 

 
  

 

（住宅地図のコピーでも可） 
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土地の形質の変更をしようとする場所を明らかにした図面 

平面図 

 

 

土地の形質の変更をしようとする場所を明らかにした図面 

立面図  断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

盛土 

敷地面積 5,000 ㎡ 
 

掘削：2,500 ㎡ 

盛土：2,000 ㎡ 

敷地全体 

掘削 

盛土 

Ｎ 

最大掘削深度 6.0ｍ 

敷地境界 

舗装 

最大掘削深度 

6.0ｍ 
地下構造物 

敷地境界 

舗装 

＜計画建築物＞ 

[Ｂ棟] [Ａ棟] 

5.5ｍ 

ＧＬ 

 

掘削を行う場所 

 

最大掘削深度：6.0ｍ 

4.5ｍ 

工場棟 
事務所 

掘 削 



 

 

１．土地の利用履歴 

 

年代 土地利用の状況 業務内容等 備考 

~昭和 50 年 山林   

昭和 50～平成 2 年 賃貸住宅 ○○不動産㈱所有  

平成 2～平成 12 年 ○○めっき工業㈱ 機械部品のめっき加工  

平成 12～現在 ○○株式会社 事務機器の販売  

    

    

 

 

 

 

 

工場等の履歴がある場合は、本文書の提出、もしくは、下記事項が記載された資料の提出

をお願いします。 
 

２．特定有害物質の使用状況等 

 

【○○めっき工業㈱ 平成 2～平成 12 年】 

下水道法に基づく特定施設の届出書および○○めっき工業㈱○○専務による聞取りにより調査を実施

した。 

・使用目的 電気めっき 

・使用状況 無水クロム酸（SDS シート別添）○ｇ/月、平成 5 年 3 月～平成 10 年 12 月まで使用。 

・処理方法 めっき廃液は、廃液タンク（○㎥）に保管し、月 1 回、業者が回収。 

水洗後の排水は中和後、下水へ放流。 

・使用場所 めっき槽（添付図のとおり） 

・事故等  なし 

 

 

※ 住宅地図、航空写真、地形図、登記簿等をもとに調査し、時系列に 

土地の利用履歴を記載して下さい。 

※ 水質汚濁防止法、下水道法等に基づく届出書類、社史、工場の設備

台帳や管理記録、工場の配置図や排水経路図、配管図、薬品台帳、

関係者への聞取り等により有害物質の使用等がないか確認して下さ

い。 

 


